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平成 27年 2月 27日 

 

（報道タイトル）シンポジウム にし阿波を世界農業遺産にする： 

世界遺産観光による地域づくりの可能性の開催 

 

（報道概要） 

 世界農業遺産(GIAHS)とは、国連食糧農業機関（FAO）が世界的に重要

な農業システムを認定する仕組みです。にし阿波地域では、古くから斜度

30度を越える急傾斜地において、風雨による土壌流亡を防ぎ、持続的な土

地利用を可能にするためのユニークな農耕システムが営まれてきました。

本学は平成26年度より、にし阿波（つるぎ町・三好市・美馬市・東みよし

市）にみられる傾斜地農耕システムを世界農業遺産に登録するために支援

をおこなってきました。今回は、平成29年の登録および登録後の観光振興

を実現するための行政・企業・地域・大学による連携体制の構築を目指し

たシンポジウムを開催いたします。 
 
タイトル：「にし阿波を世界農業遺産にする：世界遺産観光による地域づ

くりの可能性」 
日   時 ：2015.3.6（金）14:00-16:30 
場   所 ：つるぎ町農業改善センター3F 
講   師 ：永田明（国連大学）、内藤直樹（徳島大学）、山泰幸（関西学

院大学） 
パネリスト：出尾宏二（一般社団法人そらの郷）、篠原尚志（つるぎ町） 
参加予約：不要（入場無料） 
詳細・プログラム：別添資料をご参照ください。 
お問い合わせ：つるぎ町役場商工観光課 
       TEL    ０８８３－６２－３１１１ 
       E-mail syoukou@town.tokushima-tsurugi.lg.jp 
 
 
 
 

徳島大学と徳島剣山世界農業遺産推進協議会は、にし阿波地域でおこ

なわれてきた伝統農業の世界農業遺産登録と観光化をめざしたシン

ポジウムを開催します。 

 

部局名 総合科学部 

責任者 内藤直樹 

担当者 内藤直樹 

電話番号 088-656-7141 

メールアドレス naito.naoki@tokushima-u.ac.jp 






